【タイトル】水芭蕉が咲く現場　PartⅡ

突然ですが皆さんには人の「寝言」を偶然聞いてしまったがその内容が衝撃的だったなんてことがありますか？
愚にも付かない戯言を指す場合の「寝言」ではなく、眠ったままの状態で言葉を発する方の「寝言」です。
先日、夜中に俺の声で嫁が起きたらしく、その時「なぁ！今の会津の殿様って誰だっけ！？今の殿様って誰だっけ！？」って叫んだらしいのです。

翌日、それを聞いて俺は爆笑でしたが嫁はドン引きしてました。

「寝言には話しかけると死ぬ場合もある」なんて都市伝説もありますのでドン引きされた事でこうしてまたブログを書くことができ感謝しています。
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改めましてこんにちはハッシーです。
最近「ブログ見たよ！良かったよ！」と言って頂ける方々が増えていることに有り難く思っています。

そしてついにお陰様で人気ブログNo.１を獲得することができました！（寝言）

やはりあの時の会議が功を奏したことと思っています。
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さて、前回の尾瀬国立公園の「尾瀬沼園第二公衆便所浄化槽新設工事」現場ブログ第二弾を投下させて頂きます。

あれから1ヶ月が経過し、現場の状況もですが景色がガラッと変わります。
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1ヶ月前は休憩させる気が見られなかった沼山休憩所もすっかり本来の姿を現し、湿原の木道もこのようにハッキリと見えて「お馴染みの顔」となっており、水芭蕉とタテヤマリンドウがとても綺麗に咲いていました。
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しかし、今年は例年になく雪が多かったせいで林道の日陰にはまだ残雪がある場所もありました。
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ここまで読んで「現場の話はどーなってんだー！」って思われるかもしれませんが、もう始まっているのです。

彼は毎日歩きます。真っ黒になって。この先にあの現場代理人“N樹さん”が待ち構えているのです。

今、これを読んでいる時でも彼は尾瀬沼で工事を仕切り、ヘリの風圧に耐えて、こちらを見下ろす高さの場所にいるのです。

現在進行している工事は、尾瀬沼第二公衆トイレの浄化槽を改修しているのですがこのシーズン中に観光客がトイレを使用できない状況は避けなければならないので既存浄化槽を使用しながら隣に新しい浄化槽を設置して短時間で新旧を切り替える工程の工事をしています。
今回はその新規浄化槽の据付工事経過をご紹介します。
前回のブログで紹介した通り、ここでは資材運搬は空輸が基本となります。

同業者ならともかく、埋められる前の浄化槽の姿は珍しく、一般住宅で取り扱う浄化槽とは比べものにならないスケールです。

たぶん東京ドーム0.06個分くらいです。たぶん。

これが今回工事対象となる浄化槽です。
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余談ですが、本当に東京ドーム何個分なんだろう？って思って調べてたら「東京ドーム計算機」ってのがあって驚きました（笑）
この浄化槽は七入駐車場に荷下ろしされており、ここからヘリで尾瀬沼へ運ばれます。

そして吊られた状態のままで所定の位置へ下ろし据え付けるのです。

設置箇所には底盤コンクリートが打ち込まれるのですが、そのコンクリートも生コン車が入れる訳ではないのでこれもヘリで空輸します。
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このようにコンクリートをバケットに入れて運び、ドシャっと流し込んだら作業員達の手によって整地していくのです。
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これを何度も繰り返し底盤コンクリートを完成させます。
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こうしてようやく浄化槽を据え付ける準備が整いました。

みんな浄化槽が空輸されてくるのを今か今かと胸躍らせて待っているところです。
････ﾊﾟﾀﾊﾟﾀﾊﾟﾀﾊﾟﾀﾊﾟﾀﾊﾟﾀﾊﾟﾀﾊﾟﾀ
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今回の工事のメインとなる浄化槽（東京ドーム0.06個分）を軽々と吊されながら遙か上空から舞い降りてきました。

現場には歓声がこだまし作業員の中にはヘリを見て拝む者や泣き出す者もいたとかいないとか。
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やがて浄化槽はN樹さんの指揮の元でゆっくりと設置箇所へ誘導され浄化槽着陸体制に入ります。
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そして介錯ロープをそれぞれの技術者達（ノブ・Dちゃん・AWリョウ・Mヤギ）が握りしめ補正を取りながら据え付けます。しかし、写真では伝わりにくいのですがヘリの真下での作業となるので轟音により誰の声も聞こえず、巻き起こる風の中は保護メガネやサングラスをしていないと目も開けれない状態なのでN樹さんは身振り手振りで指揮を取っています。もちろん誰も練習なんてしたことがなく昨晩のノブが考えたイメトレ15分の成果が報われ、パイロットとN樹氏と技術者のシンクロ率が120%を越えたところで設置成功したと、Dちゃんが抜けるような空を眺めながら語ってくれました。
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こうして無事に3基とも所定の位置へ設置され、浮上防止のバンドが掛けられて据付完了となりました。
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そして分解されてヘリで空輸されてここまで来た重機により、浄化槽が埋め戻しされておりました。
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現在の現場状況はここまでとなりますが、この経過の中で社内検査としてK戸常務が何度か現地に足を運んでるのです。
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実はK戸常務こそこの尾瀬の設備工事の先駆者で、かれこれ20年ほど前に数々の部下達と共にこの尾瀬の整備工事に取り組んでいました。そんなK戸常務には尾瀬の話で代々語り継がれている事があります。
当時、当社が尾瀬の工事に参入したばかりの頃、見晴地区での工事でやはり社内検査として現地に向かったそうです。ついでに足りない材料も頼まれて一人で尾瀬に来たのですが道を間違えて燧ヶ岳を越えて現地へ来たらしく、それはみんな心配したそうです。

普通なら、3時間もあれば来れる道程を7時間くらいかけて来たらしいのです。
本人曰く「絶対に左へ行ってはだめだ」と教えられた事を意識しすぎて左に向かってしまったらしいです。完全にダチョウ倶楽部です。
昼頃到着予定が夕方近くに現れたそうで、現在も社員間と現地の建築会社との間で語り継がれています。

